





























{)併が対象~本ff去の創部は H!j、車せずカラヤゴムで被援し ， Wi後検1f.は
胸部単純X線写真を鞠持ドレーン抜去まで毎日と締役 7Elに行い、採





検出l'fiは!¥:1RSA，Klebsたlapneumoniae-， En!ぜrobacter~pp ， Neisseria 
spp， f¥rinelりbarlぞrSPP. 1 !;1Cmophilus inf1uenzaであった.全員:こi'fifi{
的抗議長;投ワーを?れ¥長期入院の l名を除き#r後13.4:t 4、6U"'C退院
した. [車部議}併{HJ乙告、を1i"tるお:始者では， CD(マニニIアjしi二機撫
した抗能楽w投与では子t}jできない併設惑染症を発症することがあり‘
それは SSIとは絞らない.これらハイリスク症例には日本外科学会抗
i省薬ガイドラインなと~がお稀であるか検討す・る余地がある.儀後nl!lil
検交は感染症の平JUj先見に有効でなかった.
